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マルティニクにおける文学言語の生成 178
　2016年の 3 月、私は、マルティニクでルネ・メニル René Ménil の未亡人
に偶然出会った。ルネ・メニルとは、第二次世界大戦中にエメ・セゼール
Aimé Césaire とともに雑誌『トロピック Tropiques』を創刊した主要なメン
バーの 1 人である。今日、ルネ・メニルは忘れかけられているが、セゼール
と共にこの時代のマルティニクの知識人の双璧と言われている。1907年生ま
















































る決心をする。この時期に代表作となる長詩『帰郷ノート Le Cahier d’un 




































ループのフロン・コマン Front Commun を設立。この小グループはまもな
く、ジュール・モヌロ Jules Monnerot が1920年に設立した、もう一つのコ
ミュニスト・グループ「ジャン・ジョレス」と合流し、フランス共産党のマ




















1 人は、ヴァリアン・フライ Varian Fry という32歳の青年だった。フライ


























































































































　A mon très cher René Ménil / en souvenir du merveilleux / ruban 



















知られている。彼は、『エメ・セゼール　世紀の逆説的横断 Aimé Césaire, 












































































































（ 1 ） この時代のエメ・セゼールについては、中村隆之『カリブ　世界論 植民地主
義に抗う複数の場所と歴史』も参照、特に125頁　141頁。
（ 2 ） パトリック・シャモワゾー / ラファエル・コンフィアン『クレオールとは何
か』西谷修訳、平凡社、1995年、183頁。
（ 3 ） Raphaël Confiant, Le Nègre et l’Amiral, le livre de poche, p.136.（ 初 版 は
Éditions Grasset & Fasquelle）
（ 4 ） Ibid, pp.355　356.
（ 5 ） Romuald Fonkoua, Aimé Césaire (1913　2008), Perrin, 2010, p.62.
